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■ 取り扱い上の不備、または天災等による事故・損傷について当社は責任を負いません。 

作業時はヘルメットの着用、高所では安全帯を使用する

バトンを昇降させる時は、周囲に人や障害物がないことを確認する

バトンが揺れている状態で、昇降させない

ワイヤーが緩んでいる状態で、昇降させない

昇降動作中に、吊荷の下には入らない

吊りバトンとしての用途以外の使い方をしない
破損の原因になります。 
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⑦ リミット位置調整  

リミットスイッチの構成は、下図を参照してください。 

《リミットスイッチの仕組み》 

モーターの回転に伴い②リミッター

カムも回転します。 

回転した②リミッターカムが③ロー 
ラーに接触すると、③ローラーが 

ＵＰ：上限側リミット 
ＤＯＷＮ：下限側リミット 

①カムツマミ 

･･･(ﾘﾐｯﾄ位置の調整用) 

②リミッターカム 

③ローラー 

⑥マイクロスイッチ(ｂ接点)を押し

込み、スイッチが切れるとモーター

(バトンの動作)が止まります。 

②リミッターカムと⑥マイクロスイ

ッチの位置を調整することで、バト

ンを任意の位置で停止させます。 

昇 降 降 昇 ④ロックナット 
･･･(微調整ﾈｼﾞの固定用) 

⑤微調整ネジ 

･･･(ﾘﾐｯﾄ位置の微調整用でﾏｲ ｸ

ﾛｽｲｯﾁを移動させる) 

⑥マイクロスイッチ 

･･･(電気的な接点) 

最初にどちらが上限(UP)と下限(DOWN)のマイクロスイッチかを確認します。 

実際に少しだけ動作させて、対応する②リミッターカムの回転方向を確認します。 

※調整中は、必ず一人は操作スイッチから離れないでください。 

※上限リミット調整位置は、ワイヤーを巻取り過ぎない位置で設定してください。 

※下限リミット調整位置は、施工図面に記載された位置で設定してください。 

【 リミット調整の方法 】 

１．上限（UP）側リミット調整 

(1)ロックナットを緩めて微調整ネジが手で回

転できる状態にします。微調整ネジを 時

計回りに回転させてマイクロスイッチ を

動かし、ローラーに近づけておきます。 

(2)操作スイッチでバトンを上昇させ、上限

位置の直前で停止させます。 

(3)リミッターカムの位置決めをします。カ

ムツマミを引きながら回転させ、リミッ

ターカムをローラーに当て、マイクロス

イッチを押す直前のギヤにリミッターカ

ムをセットします。 

※スイッチが押されるとき、カチッと音 

がするので、良く聞いて判断してください。 

(4)マイクロスイッチの微調整を行ないます。

巻上がった状態のバトンを少し下降させて

から再度上昇させて(3)で設定した位置で

停止するか確認してください。 

所定の位置と合わない場合は、微調整ネジ

で調整します。 

停止位置が上がりすぎた場合は、微調整ネ 

④ロックナットを緩めます 

（反時計方向に、⑤微調整ネジ 

 が手で回せる程度）。  

⑤微調整ネジを時計方向に回し 

⑥マイクロスイッチを③ローラー

に近づけておく。 

①カムツマミを引きながら回転

させ、③ローラーに当て、⑥マ

イクロスイッチが「カチッ」と

音がする直前にセットします 

バトンを少し下げてから再度上

昇させ、(3)の位置で停止するか

確認してください。 

合わない場合は、⑤微調整ネジで

調整します。 

上限が上がりすぎた場合は、ネジ

を時計方向に締め込み、早く停止

させます。 

ジを時計方向に回転させ、マイクロスイッチを押込み（早く止まる）、上限位置を下げます。 




